
イネカメムシの生態に関する研究
　　　　第2報　夏季及び秋季移動の誘因について

　　　　　　　　　　大　　内　　　　実

　Studies　en　the　Bionomics　of　the　Rice　Stink－bug，

　　　　　　Lagynotomus　assimulans　DisTANT．
II．　On　the　inducing　factors　of　the　summer　and　autumn　migrations．

　　　　　　　　　　　　MINORU　OUCHI

　　　　　　　　　　緒　　　言

　イネカメムシは茨城県に於ては主に早生場地帯に発生

し，ニカメイチウに比すべき程の害虫である。冬は成虫

で越冬し，7月中・下旬頃越冬地より集団で水田に移動

し稲の穂を加害して，交尾・産卵の後死亡する。幼虫時

期は稲株で過し，新成虫となって9月上旬頃水田から越

冬地へ移動する。稲に甚大な被害を与えるのは夏季の移

動後約2週間前後で，若し此の移動時期の予知が出来れ

ば防除を行う．しに好都合である。　i筆者は昭和26，27年に

両種移動に関し研究を行い其等の誘因について大凡の知

見を得たので蚊に柳か私見を述べ諸賢の御批判を仰ぐ次

第である。

　本研究は主に筆者がi茨城県農業試験場在職中に行った

もので，終始御鞭燵を賜った場長中村迎氏，諸種の調査

に当った高野十吾，川田惣平，高井昭，江崎喜之助の諸

氏並に絶大なる協力を惜しまなかった行方郡八代村内掘

敏雄氏に対し衷心より感謝する。、

　　　　　　　　調　査　方　法

　調査は主に行方郡八代村上戸川部落で行った。越冬地

は丘陵の傾斜面で東南から北西に約2キμ程走って居り，

その北側は畑地で南側には新利根川を挾んで広大なる発

生水田が展開して居る。越冬地と水田の端との距離は約

200米である。

　前記の夏秋移動時期以前に越冬地並に水田に於て夜間

カーバイトランプを点燈し，前者では移動前の虫の陵息

状態，移動開始藏とその後の移動並に｛妻息状況，移動終

了日等につき，後者では上記事項について同様に調査し

た。爾秋季移動の場合は一定時間毎の移動虫数及び移動

方向をも調査した。

　調査時刻は移動前の調査は昼間又は夕刻行い，移動状

況の調査は20～1時の間に行った。カーバイトランプの

可視範瀦は半径約5米である。此の虫の発生期間中は参

考の為両年共に水田と越冬地の問に青色螢光燈（マツダ

式，20W）を設置して誘殺虫数の消長を見た。

本報告中の一部の事項については簡単に昭和27，28年

Pt本応用昆虫学会で講演：した。

　　　　　　　　　　結　　　果

　1．　夏季の移動

　虫が越冬地から飛立ち水田内に初めて認められ，擾患

密度を増加しつつ全般的に加害する迄の経過は第1表に

示す如くである。

　99　1表によると，越冬虫は移動前盛んに禾本科雑草の

中で活動して居り，7月23日より移動を開始して25日

迄移動を続け，26日以後は虫が認められなくなった。従

って此の地点では移動期闘は3日間で終った様に思われ

る。爾移動の際は虫が潜伏場所から次々に表面に出て来

て附近を少し宛字規劉に飛び回り，萱その他の禾本科雑

草，松の枝等の先端迄歩行して行き，先端から飛立つ場

合が多い。

　水田に於ては7月21日には相当広範囲に，翌22日に

は出穂初めた所とその附近一帯にわたって株間を分けて

虫を調査したが発見せず，23日越至り出穂し初めた水田

で16時に一匹とその夜に1坪ばかり約40匹位発見し

た。水田が広い為に，全般的に発生を見る迄には相当の

時日を要し，2硝には上記以外のA地点で3匹，26日に

はユ4時に，A地点で4匹，　B地点で0，C地点で17匹，

18時にはA地点で多数発見した。27日には臨画の地点で

旧識密度が漸次増加したので，BHCによる薬剤撒布が

開始された。29日には水田全般的に発生し本格的な防除

態勢に入った。以上の如く，虫が初めて発見され全般的

に加害が認められる迄には7日間を要した。

　2．　秋季の移動

　新成虫は初めは穂を加害して居るが，籾が間くなると

茎又は葉，葉鞘等緑色多汁な部分の汁液を吸収する。故

に虫は秋になると，成熟の遅い稲へと移動しつつ加害を

続けて居る。充分栄養を摂取した後9月上旬頃秋の移動

が行われる。秋期移動の調査結果は第2表の如くである。

　第2表によると，越冬地においては，9月2日14～16

時には，禾本科雑草の中に未だ虫が認められなかった。

4日には22時30分から一個所5分間宛，7個所について

飛来して到着する虫を調べた結果では夫々，1，ユ3，2，

12，0，2，2匹を認めた，5日には22時からユ0分間宛，
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第1表　　趣心地か　ら7」〈照への郭勤状況 （ユ951年）
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6個所につき調べた結果では夫々，7，4，4，5，6，4匹

の飛来虫を認めた。その後は何れのHも飛来虫の割合が

少なく，7，8，9，11，13，15，17臼では夫々3，0，3，4，

10，0，10匹であった。樹越冬地と反対側を東西に走る

堤防を5，7，8臼に調査したが，7日に本虫らしきもの

2匹を認めたのみであった，

　水田においては3Hには飛立つ緬体が児られず，4臼

23時頃に越冬地の方向へ多数飛立ち，6日には21時頃

約20匹，10，12，14，16隅には夫々15，！0，2，1匹飛立

つた。爾この外10，12臼には夫々4，4匹がランプの傍

を通過した．

　3。時間別飛翔数
　両種移動の調査結果より，越冬地及び水田の飛来又は

第3表　　時群響男琶飛翔数
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飛立虫数，水田聞の移動虫敷を時間別に求め第3表に掲

げた。第3表によると，両種の移動において19～21時
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第2表 水田から・越冬地への移動状況 （1952年）
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備考：継印は燈の附近を通過した個体，　＊印は千葉県側堤防への飛来虫数

の間の移動虫部が最も多く，21時以後は減少して居る。

移動開始はユ8～19時頃で，最も遅く移動が見られたの

は，20時4◎分水田から飛立つた場合である。しかし多

くは24時前後に最後の移動が見られた。

　夏の移動後水田問の移動も盛んに行われるが，時刻別

の移動虫数は上記と同様な傾向を示して居る。此の移動

の距離も近かったり或は風に乗って相当遠い所に移動す

る様である。

　秋季移動で水田から飛立つ場合の方向は第4表に示す

通りである。第4表を見ると日によって最多数を示した

方向が異なり，3日間の合計を求めると，大体何れの方

向にも同様に飛び特定な：方向を選ばない様である。

第4表三三別飛翔虫数
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　　　螢光燈への飛来

　螢光燈への飛来は，夏季の移動開始日と思われる日か

ら，秋季の移動終了日と思おれる日迄断続的に見られる。

本虫の場合には他山害虫に見られる様な規則的な増減を

示さない。之は本．虫の移動性が強く，螢光燈の有効範囲
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内の凄息密度が常に変化して居る事を示すものと思われ

る。しかし大体越冬虫の飛来が終って，新成虫の飛来が

初まる傾向は知る事が出来る。

　　　　　　　　　考　　　察

　前述の如く移動状況を調査し，移動と関連性があると

思われる気象要素並に作物の生育状況との煽係を解明し，

夫々比較検討した上移動の二三を考察して二度い。

　1．蓑季の移動の誘因
　虫が飛翔して移動する場合に，先ず関与する気象要素

として，気温・風向・風速・天候等が考えられる。従っ

て滋に一応移動と二等各気象要言並に出穂期との関係に

ついて検討する。

　1）　気温　虫が飛翔するには温度が或一一定の藩さ迄上

昇する事が必ジである。昭和26年以降各地に於ける移動

開始HとそのE／Gの平均気温を調査した結果第5表の如く

である。

　　　　第δ表　移動開始賛の平均気温　（℃）

　＼調査地行方郡、水戸市、西茨械郡＼・酩八鮒囎鯛、笠騨∫
　　　気凹　、移　動峯無慮　動平均移　』平均年
　塗　讐＿爾始則気温開始理気温二項圏気温

’23Aig　26．8

27／xrtl　29．　tl　／

　　　　　　・24／R／iL／，25．5　！7AIII　26．4

　3／肩1聖　　26．6

て居ない。又昭和27年には移動期間中の風向は総ての方

向で，29年には東，南の方向等と種々の方向に吹いて回

る。この様に夏季の移動期間中例年風向は定って居ない

が，殆ど風速が大でない為に，移動と密接な関係は見ら

れない。但し稲が出穂し或物質が本虫の嗅覚に感受され

る事を助長する事がある様にも考えられる。

　3）　天候　昭和26～29年の夏季移動期間中は降雨が・

殆どなく，移動との関係は判然としない、、

　4）稲の出穂昭和26年水田における湊息虫の調査で

は，7月2！，22LTI出穂した水田を含めて，相当広範紹に

株の閥を調査したが発見しなかった。23日別な出穂田で

王7時に／匹，その後多数を発見し，出穂した所以外には

認められなかった。その後昭和27～29年の霧封出穂と移

動との関係を調査したが，その結果は第6表に示す如く

である。

　　　　　第6表　出穂初期と移動開始鎮

年次1

22 唐V
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27パas
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2Ajlt

　第5表によると移動開始日の平均気温は25。5～29．4。

Cである如く思われる。しかるに昭和29年に至り，例年

になく出穂が遅れたκ．に次の事が判明した。即ち7月26

難から既に平均気温25。5℃で上昇しつつあるにも掬わ

らず，本虫の移動は見られず，出穂後8月3｝Hに移動が

確認された。従って此の場合気温が或一定温度以上に上

昇する事が必要な条件ではあるが，稲の出穂する迄は移

動しない事が分つた。因みに室内試験では22～23℃位

から飛翔運動が見られる。

　移動期間中螢光燈の誘殺状況と気温との闘係を見ると，

7月21～28田迄毎日夫々1，0，2，4，13，15，35，0匹誘殺

されて居る。平均気温は此の記聞中26．0～28．5℃の範

閉で温度が高くなれば誘殺虫も多くなり移動回数も多く

なる事を示す。又初めの誘殺が21Eiである事と水田で

23臼17時に成虫を発見したのは恐らく三夜移動して来

たと考えられる事から，移動は21～22｝ヨに初まったと

考えられる。、

　2）風向と風速　昭和26年の夏季における移動期間中

の風向を見ると南乃至西の間の風で，風速はG・9～7．1m

である。此の方向は越冬地から水田へ飛ぶには逆の方向

であるが，風速が大でない為に移動の抑制因子にはなつ

　第6表を見ると出穂初めと移動開始日とは僅か異って

居るのみである。29年においては，8月2日末出穂又は

出穂水茎を昼間調査して発見せず，別な出穂田を夜閥調

査して極僅か発見した。しかし3録の夜には多数発見し

て居る。

　上述の事実から夏季移動の誘因については次の様に考

える。

　（O　気温は直接の離苦とは考えられない。

　②　風について考えて見ると，移動したと思われる

21，22日とその前臼の20日とは風向，風速共に大差なく

他の年についても同様である。従って風が特に誘因とも

考えられない。天候も特に移動と密接な関係を特たない。

　（3）（1）及び倒に述べた事と，出穂後必ず移動して来

る事から稲の出穂が誘因である様に考えられる。

　2．秋季i移動の三二

　秋季の移動は，稲の出穂期でない事，水田から飛立つ

事，新成虫である事，特に飛翔方向が定って居ない事，

移動期闘が長い二等の点で夏季の移動と異って居る，故

に新成虫に対し移動の誘因を探及する事は照難であるが。

以下移動と関係があると思われる各気象要繁について検

討する。

　1）　気温　越冬一二に魚礁の調査により移動開始は9

月4臼頃と推定される。その後引続いて5，6，！0，11，．

12，13，ユ7日に相対的に多数の虫が7，8，9，14，！5譲に
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は少ない虫が移動して居ると思われる。今之等の日の22

時の気温を見ると（第2表），前老では24。～28℃，後者

では21。～25℃である。又移動期間中特に気温（22時）

の高い9月4，12日を見ると，共に誘殺虫が多く，4日

は又移動無数も多い。故に移動時刻の気温が高い時は移

動虫数が多い事が分る。

　2）　風向及び風速　移動期間中の風向は4日，ユ1日を

除き殆ど北から東に至る間の風が多く，越冬地への移動

方向とは逆の方向である。しかし夏季の移動の場合と同

様に風速が大でない限り，移動に余り密接な関係はない。

玄玄に注意すべき事は，9月4日には移動虫歯並に誘殺虫

数が他の日に比較して著しく多く，1珀は移動品数が調

査時間の割に多い事である。之等の日は風向が何れも南

西で越冬地への移動方向で，風速は4日には10・3m，ユ1

Hには7．8mで他の日より大である。故に越冬地へ移動

する方向に風速の大きい風が吹く事は，越冬地への移動

を助長すると思われる。但し本虫は風が或程度以上強く

吹けば稲株の比較的動揺の少い部分に退避する習性があ

る。

　3）　天候　降雨は多量でない限り移動と関係がない様

であるが，翅がぬれると飛翔に困難を来たすので，多雨

の場合は抑制因子となる。

　以上述べて来た事から越冬地へ移動する場合の好悪条

件を記すと次の如くである。

　好条件　夜間移動時刻の気温が24℃以上で，風向は

　　　　　越冬地へ向う方向，風速は抑緻舞勺に働く旧記

　　　　　程度大である場合。

　悪条件　上認の気温が25℃以下で，風向は越冬地へ

　　　　　の方向と逆で風速が大である場合。

　以上移動に対する好悪条件が分つたが，秋期の移動を

論ずる前に，越冬地の特殊な環境条件を述べる事とする。

昭和25年越冬地の位置並に環境条件を調査したがその結

果は第7表の如くである。

　第7表を見ると越冬地の条件としては殆ど南面の傾斜

地で高さが大体30m以下の丘陵である。此の外に必ず

具備すべき条件として，高さ約1米前後の松の木の下で

禾本科雑草又は稀に他の枯葉がある事である。

　水田から移動する時は特定の方向を選ばないが，越冬

地は上記の様tl＝一一一定の条件を具備して居る。若しあらゆ

る方向に飛びそのまま何所かへ降下するとすれば，人家

又は他の山本や平地等の暖かい所にも越冬虫が見られる

筈である。しかし今迄この様な例はなかった。従って飛

立ってから越冬地鼠の経過は種々あるが，終局的に前述

の様な越冬地へ集るものとすれば，温度，風，天候は夏

の移動の場合と同様誘因とは考えられない。只夏の移動

第7表　越冬地状況調「査

爺嫡流刷 越冬地の状況
・6’

@lli稲桝繍i頭熱麟講
　　　1　　：地の叢卿魚見す・

　231〃生板紙東猷北方面の二二也に棲恵せ
　　　i　　　lず，水田申の小高い丘陵の南面イ頃
　　　i　　　　　　l斜地に発見・

　23i’ノ感熱津村発生田より遠く雑草の枯葉の下に
　　　l　　　　i発見・

∵鵬村i馨響購鋸轡
　　　i　’　’”［
　24i〃本新島村：水田中の小高い南面傾斜地及び
　　　　　　　　　i墓場の南側の土手。

　25鹿島郡恵栖杜水田附近のゆるい南面傾斜地。

11’2◎ ﾋ郡細村儒灘撫爺蓼西につらなる丘

　251行方乱言村：融約25mの丘陵の繭傾鋤。

の様に稲の出穂の如き外部に現われた現象が分らない為

に，移動の時期が何によって決定されるかが問題であ

る。爾誘因の本質的な研究については虫の生理的な面も

考えられ将来の研究に侯ちたい。

　　　　　　　　　摘　　　要

　イネカメムシの夏季及び秋期の移動と各種気象要素，

稲の出穂との関係並に越冬地の環境条件等を検討し，両

端移動の誘因について推論した。その概要は次の如くで

ある。

　1・：夏季移動とその誘因

　移動は7月中・下旬越冬地から水田へと行われ，歯面

年の調査結果から，平均気混が約26℃に上昇した頃開

始される如く考えられた。しかし気温が上昇しても，稲

が出穂する以前に移動が行われない事が分つたので，稲

の出穂が夏の移動の誘因である様に考えられる。

　その他移動と風向，風速，天候等との関係を見たが，

例年此の期聞中は，風向は種々の方向で風速も小さく，

晴天が続き判然とした関係が出て来ない。

　2．秋季移動とその誘因
　移動は9月上旬頃水田から越冬地へ行われる。移動時

刻における気温が，24。～25。C以上の場合は以下の場含よ

り，比較的に多くの虫が移動する。風速が小さい場合は風

向は移動と関係なく，大きくなった場合（8～10m／sec．）

は多数の虫が風に乗って移動する。或程度以上風が強く

なれば，虫は動揺の少ない所に静止する。天候は降雨甚

しく翅がぬれて飛べなくなる場合を除き，移動と余り関

係はない。水田から飛び立つ場合は，特に方向を選ばな
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いが，特定な環境条件を備えた地点のみに越冬するので，

結局この様な環境に秋季移動の誘因が存するかと思われ

る。尚移動時期が何によって決定されるかは不明である。

　3．　その他

　上述の両種移動及び水田内の移動は共にi8時頃より

始まり，ユ9～21時の間が最も盛んで24～1時頃終る。

　　　　　　　　　　　　　参　考　丈　献

　茨勢父県農業試，験揚　：　病害虫発生予察事業年報　（ユ951）

　　　　　””””””’一t””un”””一　：　一一一一一一　一一一一一一…一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一・一…　（1952）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6sum6

　　The　hibernated　adults　of　the　rice　stink－bug，　Lagynotomus　assimulans　DLsTANt’T　migrate

from　the　hibernating　place　to　the　paddy　field　at　the　end　of　July　and　the　matured　new

adults　go　back　at　the　beginning　of　September．

　　The　writer　studied　on　the　migrations　and　its　inducing　factors．

　　The　results　are　summarised　as　follows．

1．　The　sttmmer　migration　and　its　inducing　factor．

　　From　the　fesults　of　the　previous　obser，　vations，　performed　in　1951－1952，　the　writer

considered　that　the　migration　occurs　when　the　rriean　air　temperature　rises　higher　than

260C．

　But　it　was　neglected　by　the　studies　of　1954　that　this　insect　dees　not　migrate　te　the

paddy　field　unless　the　rice　plac　nt　begins　to　eai“，　though　in　the　above　case．

　　Other　climatic　factors　such　as　the　direction　alld　velocity　ef　the　wind，　and　the　weather

in　ordinary　coRdltlons　did　not　show　the　marked　ikfiuences　on　the　migration．

　So　the　inducing　factor　of　the　summer　migration　should　be　attributed　to　the　earlng

of　the　rice　plant．

2．　The　autumm　i．　nigratlon　and　its　inducing　factors．

　　When　the　ptean　air　terr｝perature　rises　over　240－250C　and　the　v，elocity　of　the　wind，　di－

fectiRg　to　’the　hibernating　place，　becomes　higher，　mere　insects　are　seen　migrating　to　the

above　plfic．ce．

　The　rain　has　no　special　felation　with　the　migratioft，　except　the　heavy　raln　which　in－

terrupt　the　filght．

　　As　the　hibernating　place　alwac．ys　need　a　following　environment；　south－ward　incliRed

place　where　plne　trees　as　high　as　about　1　meter　are　growing　and　at　the　foot　of　which　the

gramineotts　grasses　or　some　other　dead　leaves　are　found．　And　the　insects　hibernate

，amoRg　the　above　grasses　or　leaves．　So　the　inducing　factors　of　the　autumm　migration

seems　to　be　the　above　environment．
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